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　防災訓練に出かけるくらいしか防災に関心がなかった私ですが、
昨年の防災訓練に参加した際、自宅が土砂災害警戒区域の中に建っ
ていることを知りました。主人は消防団員ですが、名古屋市内に勤
務しているため、不在時は私が子どもたちを守らなければいけない
と感じ、まず「住んでいる地域を知ろう」「災害時にどうしたらよ
いか学ぼう」と市の防災アカデミーを受講しました。防災アカデミー
では、基礎知識の他、避難所運営ゲームや非常用食料作りなど幅広
く学ぶことができました。学んだことを生かせればと試験を受け、
防災士になることができました。
　防災活動に携わる方は男性が多いのが現状です。しかし、女性も
共に防災活動に携わることが大切です。普段は家族や地域への声か
けを行い、大きな災害が起こったら、避難所で高齢者や妊産婦、乳
幼児といった配慮が必要な方々への支援に関わりたいと思っていま
す。また、学校での授業の中で、身に付けた知識や経験から中高生
へ地震への備えや非常食の作り方などを教え、子どもたちから家族
へ、家族から地域へ防災の意識と活動が広がることを願っています。

防災のまちづくりの一員になりたい

Ｐｒoｆｉｌｅ
富山県出身で、小学校から高校までフィール
ドホッケーに打ち込む。高校時代には全国大
会優勝を経験。栄養士、調理師の資格のほか、
家庭科の教員免許を生かし、現在は市内の中
学校と高校で非常勤講師として働く。家族で
スポーツと観光を融合させたフォトロゲイニ
ングに挑戦中。41 歳。明智町在住。

総合型地域スポーツあけちクラブ副理事長
防災士
伊藤　律子 さん
ritsuko itou
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※フォトロゲイニング＝地図上にあらかじめ
設定されたチェックポイントを制限時間内で
多く巡り獲得した合計得点を競うスポーツ


